
御前崎市第４次地域福祉計画・地域福祉活動計画　総括表

１　お互いに支え合い安心して暮らせるまちづくり

71% 90.0%

4

目標値に届かないが、利用登
録者数が増加している

①・周知活動の継続
　・ささえあいサポーター連
絡会の開催

②登録利用者数の増加が、本
事業の周知及び活用機会の増
加に繋がることと考えている

実績 57 81 90 100

100 110 120 130

人

・事業のPRや広報活動
の実施

・新たな支え手の創出
に寄与
・市民が住み慣れた地
域で暮らし続ける基盤
の構築ができている

90.0% 91%

登録者数は減少傾向にある

①子ども達を守る活動につい
ての周知

②サポート隊の登録人数は
減っているが、活動は問題な
く行えているため

実績 987 969 911 836

1,070 1,080 1,090 1,100

人

・サポート隊による登
下校時での見守り、声
かけ運動

・不審者などの防犯に
も繋がり、子ども達が
安心して生活を送るこ
とができている

85.1% 77.4%

新規登録５件
登録廃止８件

①・オレンジシールの番号を
活用して行方不明者の情報発
信を可能にする

　・未登録の関係事業所への
協力依頼

②登録廃止８件は、事業所
の統廃合に伴うものである

実績 87 85 85 82

93 96 99 102 105

事業所

進捗状況

①課題や今後の方針
②評価に対する内容説明

R7 R8 単位

(１) 市民が主役
になる小地域福
祉活動の推進・
支援

高齢者等見守りネッ
トワーク事業

高齢者支援課 協力事業所数

目標 90

R4 R5 R6

達成度 96.7% 91.4% 85.5% 82.8%

サポート隊事業の推
進

社会教育課 登録者数

目標 1,050

基本目標

施策の方向性 事業名 担当 数値目標など R3
具体的な取り組み内
容、取組による成果

自己評価
(点)

1,060

達成度 94% 91.4%

ささえあいサポー
ター事業

・登録者情報の整備

・協力事業者向け連
絡会で認知症施策の周
知

・認知症があってもそ
の人らしく地域の中で
暮らしていくことがで
きている

4

4

市社協 登録利用者数

目標 80 90

達成度

1



御前崎市第４次地域福祉計画・地域福祉活動計画　総括表

１　お互いに支え合い安心して暮らせるまちづくり

進捗状況

①課題や今後の方針
②評価に対する内容説明

R7 R8 単位R4 R5 R6

基本目標

施策の方向性 事業名 担当 数値目標など R3
具体的な取り組み内
容、取組による成果

自己評価
(点)

事業
実施

事業
実施

・ガチャガチャを利用
した寄付金事業の実施

・ひなたぼっこ事業の
継続検討

・社協の認知度向上
や、市民が介護予防に
結びつくための基盤づ
くりに寄与

5

自主財源を確保する取組や検
討が進められている

①ひなたぼっこ利用者数の増
加

②自主財源に関する取組が実
施できているため

実績
事業
試行

事業
試行

事業
評価

事業
実施

達成度 100% 100% 100% 100%

目標
事業
検討

事業
試行

事業
評価

小中学校への認知症
サポーター養成講座
の開催

高齢者支援課 受講人数

目標 540 510 520 510

(２) 福祉関係団
体(福祉団体・当
事者団体・ボラ
ンティア団体)へ
の支援

福祉懇談会の開催 市社協
実施回数
(各地区)

目標
1回
以上

1回
以上

1回
以上

1回
以上

(１) 市民が主役
になる小地域福
祉活動の推進・
支援

自主財源の検討 市社協 事業

事業
実施

1回
以上

1回
以上

・市内８地区にて開催

・住民が自分たちの地
域について考えること
ができた

5

各地区で１回ずつ開催した

①福祉懇談会の内容を地域活
動へ反映させる

②各地区で必要と思われる
テーマを設定し、開催するこ
とができた

実績
1回 1回 1回

以上
1回
以上

達成度 100% 100% 100% 100%

490 510

人

・市内小中学校で開催
　（７校中５校）
　
・認知症への理解を児
童や生徒だけでなく、
保護者への働きかけも
行うことができた 4

７校中２件は未実施

①・市内全校で開催できるよ
うにする
　・キャラバン・メイト連絡
会で共有し、内容を通じて講
座内容を充実していく

②児童数の減少により達成度
が減少した

実績 0 445 443 404

達成度 0% 87.3% 85.2% 79.2%

2



御前崎市第４次地域福祉計画・地域福祉活動計画　総括表

１　お互いに支え合い安心して暮らせるまちづくり

進捗状況

①課題や今後の方針
②評価に対する内容説明

R7 R8 単位R4 R5 R6

基本目標

施策の方向性 事業名 担当 数値目標など R3
具体的な取り組み内
容、取組による成果

自己評価
(点)

2

事業
実施

2

回

・出席した社会福祉法
人間で今後の公益的な
取組について意見交換

・各法人の顔の見える
関係作りに寄与で来た
だけでなく、他市町の
事例紹介を受け、今後
の活動のヒントが得ら
れた

3

1回開催

①社協で実施した相談会を各
法人で実施可能か確認する

②１回開催となったため、50%
とする

実績 0 0 0 1

達成度 0% 0% 0% 50%

目標 1 1

事業
実施

・福祉団体連絡会の
開催

・団体間と課題の共有
や意見交換、事業の紹
介等をすることができ
た 5

目標通り事業が実施できてい
る

①・福祉団体連絡会の継続実
施
　・その他ネットワークづく
りの検討

②顔の見える関係づくりや各
団体の抱える課題の共有と意
見交換ができた為、達成度を
100％とした

実績
事業
実施

事業
実施

事業
実施

事業
実施

達成度 100% 100% 100% 100%

目標
事業
検討

事業
試行

(２) 福祉関係団
体(福祉団体・当
事者団体・ボラ
ンティア団体)へ
の支援

関係機関とのネット
ワークづくり

市社協 事業

事業
評価

事業
実施

社会福祉法人等によ
る公益事業に向けて
の情報交換会

市社協 年間開催数

1 2

3



御前崎市第４次地域福祉計画・地域福祉活動計画　総括表

１　お互いに支え合い安心して暮らせるまちづくり

進捗状況

①課題や今後の方針
②評価に対する内容説明

R7 R8 単位R4 R5 R6

基本目標

施策の方向性 事業名 担当 数値目標など R3
具体的な取り組み内
容、取組による成果

自己評価
(点)

② ②

・災害時避難行動要支
援者名簿更新
・本事業に関するチラ
シ作成
・モデルケースを定
め、避難訓練の実施

・要支援者を把握し、
災害時における支援に
活用できるようになっ
た

5

要支援者の登録支援を実施し
た

①・避難訓練を１件以上実施
する
　・災害時個別避難計画の作
成率向上
　・庁内外連携
②作成したチラシにより、本
計画作成者数が前年度と比べ
て増加した

実績 済 済 済 済

達成度 100% 100% 100% 100%

目標 ① ② ②

市社協災害対策本部
の設置

市社協
市社協災害対策
本部

目標
設置
検討

訓練
実施

訓練
実施

訓練
実施

(３) 災害時等の
支援や防犯体制
の強化

災害時避難行動要支
援者名簿の更新

福祉課

①名簿掲載項目
の充実

②要支援者の登
録支援

②

訓練
実施

訓練
実施

・災害ボランティア本
部立上げ訓練の実施

・自主防災会や企業の
参加もあり、災害ボラ
ンティア本部の活動に
ついて訓練内容を習得
できた

3

立上げ訓練の実施

①・訓練内容に現地調査訓練
を追加する
　・早い時期に自主防災会に
対して参加の呼びかけをする

②マニュアルの完成に向けた
具体的な活動が実施できたた
め

実績
設置
検討

訓練
実施

訓練
実施

訓練
実施

達成度 25% 50% 50% 50%

災害ボランティア
コーディネーター養
成講座

市社協
災害ボランティ
アコーディネー
ター数

目標 45 50 55 60 65 70

人

・講義内容を見直して
実施

・講座申込方法の利便
性改善

・災害ボランティアの
啓発活動ができている

3

２名の増となった

①受講者が増えるよう、早期
の募集や、開催時間帯の見直
し

②新規で４名が新たに登録を
したが、年齢等の理由によ
り、登録解除者がいた

実績 37 45 32 34

達成度 82.2% 90.0% 58.2% 56%

4



御前崎市第４次地域福祉計画・地域福祉活動計画　総括表

２　市民一人ひとりが積極的に地域福祉に参加するまちづくり基本目標

施策の方向性 事業名 担当 数値目標など R3
具体的な取り組み内
容、取組による成果

自己評価
(点)

進捗状況

①課題や今後の方針
②評価に対する内容説明

R7 R8 単位

(１) 支え合う心
を育むための地
域福祉教育の推
進・支援

中学生や高校生に対
するデートDV講座の
開催

福祉課

①対象を高校生
まで拡充

②研修実施・
評価

③研修実施・
見直し

目標 ①

R4 R5 R6

達成度 100% 100% 100% 100%

地域福祉教育出前講
座

市社協 開催回数

目標 2 3

達成度 0% 66.7%

地域福祉教育の実施

・市内高校生向けに２
回、一般向けに１回実
施
・講座後のアンケート
結果を学校と共有

・ＤＶについて理解し
ている人や相手の気持
ちを考えて行動しよう
とする人が増加した

5

予定通り講座を開催した

①・大人向け講座も実施する
　・中高生向けの開催機会を
増やす
②前年度に引き続き、高校生
向けや一般向けのデートＤＶ
講座を開催し、より多くの方
に知識を深めてもらうことが
できた

実績 済 済 済 済

② ② ③ ③ ③

2

目標には４件不足している

①市内学校などに出前講座に
対する広報の実施

②市内企業からの依頼が１件実績 0 2 1 1

4 5 8 10

回

・中部電力(株)に対し
て車イスの操作を中心
に説明
・車イスや高齢者体験
キット等の貸出し

・企業や学校内の福祉
活動の発展に寄与でき
ている

25.0% 20%

市社協 事業

目標
事業
検討

事業
実施

達成度 100% 100%

5

計画通り事業が実施できてい
る

①座学だけでなく、体験によ
る学習を実施する

②毎年度、学校と計画をた
て、継続した実施ができてい
る

実績
事業
実施

事業
実施

事業
実施

事業
実施

事業
評価

事業
改善

事業
改善

事業
改善

・池新田高校の生徒に
福祉体験講座を５回実
施

・生徒たちは福祉への
理解を深めることや関
心を高めるきっかけづ
くりができた

100% 100%

5



御前崎市第４次地域福祉計画・地域福祉活動計画　総括表

２　市民一人ひとりが積極的に地域福祉に参加するまちづくり基本目標

施策の方向性 事業名 担当 数値目標など R3
具体的な取り組み内
容、取組による成果

自己評価
(点)

進捗状況

①課題や今後の方針
②評価に対する内容説明

R7 R8 単位R4 R5 R6

・活動提供者及び募集
する事業所とのマッチ
ング

・市内のボランティア
活動を活発にすること
ができた 1

ボランティア活動の相談はあ
るものの、目標値に届いてい
ない

①・個人ボランティアの登録
を増やす
　・学校にもボランティア活
動の紹介を呼びかける

②大学生から長期的なボラン
ティア相談があり、適切に活
動につなぐことができた

実績 7 5 8 8

35 40 45 50 55

件

14.3% 20% 13%

目標 30

達成度 23.3%

ボランティア活動に
対する情報発信

市社協
社協ボランティ
ア登録者数

目標 75 80 85 90

ボランティアコー
ディネーター事業

市社協 相談件数

実績 85

95 100

達成度 100% 100%

人

・社協だより、ホーム
ページ、市の公式LINE
を活用

・様々な属性の方から
ボランティアの参加が
見られた 4

高齢を理由に登録解除者がい
る

①引き続き、情報発信をして
いく

②高齢や仕事の転勤等の理由
で登録解除となった方がいた
ため、減少している。新規は
３名の登録があった

83 56

97.6% 62%

(３) 地域福祉を
身近に感じるた
めの啓発活動の
推進

ゲートキーパー養成
講座

福祉課 開催回数

目標 2

達成度 100%

94

(２) 多くの市民
の地域福祉活動
への参加の促進

・市役所新規採用職員
と日本特殊塗料株式会
社浜岡工場を対象に養
成講座を２回実施
(受講者は計71名）
　
・自殺の現状や対策に
対する理解が広まり、
こころに不調のある人
を地域で支える体制が
強化された

2

複数回の開催が実施できてい
る

①引き続き、市内の企業向け
講座の開催のため、周知活動
の実施

②目標設定を累計と勘違いし
設定した

実績 3 3 3 2

4 6 8 10 12

回

75% 50% 25%

6



御前崎市第４次地域福祉計画・地域福祉活動計画　総括表

２　市民一人ひとりが積極的に地域福祉に参加するまちづくり基本目標

施策の方向性 事業名 担当 数値目標など R3
具体的な取り組み内
容、取組による成果

自己評価
(点)

進捗状況

①課題や今後の方針
②評価に対する内容説明

R7 R8 単位R4 R5 R6

手話奉仕員養成講座 福祉課 手話奉仕員数

目標 5 6 7

60% 100% 85.7% 0%

未実施

①講師団と協議の結果、２年
度（令和７年度・令和８年
度）に分けての実施とした

②未実施により未達成とする

実績 3 6 6 0

達成度

8 9 10

人

・講師団と協議し、本
講座は未実施とした
が、初心者手話講習会
を５回実施

・未実施のため成果は
ない 1

おまえざき社協だよ
りの発行

市社協 設置場所数

目標 27 32

達成度 77.7% 78.1%

3

新規掲載場所を増やせなかっ
たが、設置場所数は維持した

①掲載内容の詳細はホーム
ページで確認できるような仕
組みを作る

②令和５年度、スーパー等の
設置場所を増やした分、令和
６年度は増やせる場所が限ら
れ現状維持になっている

実績 21 25 35 35

37 42 47 52

か所

・年に５回発行
・読みやすい紙面づく
りのためレイアウトの
見直し

・社協事業に対して地
域住民からの多くの協
力が得られた。また、
地域住民が福祉に触れ
ることのできる機会を
増やすことにも寄与し
た94.6% 83.3%

(３) 地域福祉を
身近に感じるた
めの啓発活動の
推進

7



御前崎市第４次地域福祉計画・地域福祉活動計画　総括表

３　住み慣れた地域で健康にいきいきと暮らせるまちづくり基本目標

施策の方向性 事業名 担当 数値目標など R3
具体的な取り組み内
容、取組による成果

自己評価
(点)

進捗状況

①課題や今後の方針
②評価に対する内容説明

R7 R8 単位

(１) 困ったとき
に気軽に相談で
きる包括的な相
談支援体制の充
実

包括的な相談窓口の
充実

福祉課

①窓口増設
(試行)

②窓口増設
(実施)

目標
現状
分析

R4 R5 R6

達成度 75% 100% 100% 0%

生活困窮者自立支援
法に基づく支援会議
の設置

福祉課

①関係機関との
調整

②設置要綱策定

③支援会議の開
催

目標 ① ②

達成度 100% 100%

就職氷河期世代支援
に係る市町村プラッ
トフォームの設置

・県の会議に関係課と
一緒に出席
　
・包括的な相談支援体
制について、他市町の
取組状況や理解を深め
ることができた 1

事業実施に向け準備中

①令和８年度から重層的支援
体制整備事業を実施できるよ
う、準備を進める

②未実施により未達成とする
実績

現状
分析

実施 実施 未実施

検討会
開催

検討会
開催

① ② ②

5

支援会議を毎月１回実施する
ことができた

①各関係機関と検討の場を設
け、継続的に必要な情報共有
を図っていく

②御前崎市生活困窮者支援会
議設置要綱を定め、定期的に
関係機関との調整を図ること
で、具体的なケースへの支援
を検討することができた

実績 調整済 完了 完了 完了

③ ③ ③ ③

・支援会議の開催
・多様化したケースに
対する具体的な支援策
の検討

・各関係機関がそれぞ
れ把握している情報を
基に、必要な支援方針
を検討することができ
た

100% 100%

福祉課

①関係機関との
調整

②設置要綱策定

③会議の実施

目標 ① ①

達成度 100% 100%

5

目標通り関係機関との調整が
できている

①・各ケースに応じた支援方
針の検討等を継続的かつ定期
的に行う
　・関係機関と情報共有をし
ていく

②ケースに対する検討や共有
を行い、具体的な支援を行う
ことができている

実績 調整済 完了 完了 完了

② ③ ③ ③

・支援会議の場を活用
し、定期的に各関係機
関と連絡及び情報共有
の実施

・個々のケースに応じ
た関係機関が相互・適
時、情報共有を図り支
援を行うことができた

100% 100%
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御前崎市第４次地域福祉計画・地域福祉活動計画　総括表

３　住み慣れた地域で健康にいきいきと暮らせるまちづくり基本目標

施策の方向性 事業名 担当 数値目標など R3
具体的な取り組み内
容、取組による成果

自己評価
(点)

進捗状況

①課題や今後の方針
②評価に対する内容説明

R7 R8 単位R4 R5 R6

成年後見制度利用促
進事業

高齢者支援課

福祉課

①中核機関設置
準備委員会立上
げ

②中核機関設置

目標 ①

達成度 100%

実績 実施

済 済

② ② ② ② ②

100% 100% 100%

・断らない相談の対応
として実施

・どのような相談で
も、必要な相談事業へ
つなげ、困難ケースは
市、その他機関つなげ
る体制がとれている

5

総合相談所として機能できて
いる

①・各事業間の情報共有や連
携を深める
・「ふくしなんでも相談会」
を毎月開催

②昨年度から継続して実施で
きている

・単独中核機関を社協
へ委託
・事例検討会の実施
・事例検討会を月１回
実施
・司法書士との勉強会

・関係機関等と連携を
取り早期に介入できる
体制整備ができた

5

目標どおり進捗が進んでいる

①・第５期市民後見人養成講
座の開催
・３市で事例検討会の実施
・市民後見人が活躍できる環
　境の整備
・広域中核機関業務の委託
②御前崎市単独での中核機関
を社協に委託し、相談支援体
制が強化できた

(１) 困ったとき
に気軽に相談で
きる包括的な相
談支援体制の充
実

実施 実施 実施

達成度 100% 100% 100% 100%

実施 実施

福祉総合相談所の開
設

市社協
福祉総合相談所
の開設

目標 実施 実施 実施 実施

実績 済 済

・市の包括的相談支援
体制への取り組みにつ
いて情報共有

・包括的相談支援体制
(重層的相談支援事業)
の実現に向けた準備を
進められている

4

市との連携について検討中

①市の実施に連携した活動が
できるよう、情報共有を継続
していく

②実際に事業の試行ができて
いない

実績
現状
分析

検討 検討 検討

検討 検討
事業
試行

事業
実施

事業
実施

75% 75% 75%

目標
現状
分析

達成度 100%

包括的な相談窓口の
充実

市社協
包括的な相談窓
口の充実
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御前崎市第４次地域福祉計画・地域福祉活動計画　総括表

３　住み慣れた地域で健康にいきいきと暮らせるまちづくり基本目標

施策の方向性 事業名 担当 数値目標など R3
具体的な取り組み内
容、取組による成果

自己評価
(点)

進捗状況

①課題や今後の方針
②評価に対する内容説明

R7 R8 単位R4 R5 R6

生活困窮者自立支援
事業(市から受託)

市社協
相談件数

（自立・家計延
べ相談件数）

目標 30 40 50

86.6% 100% 100% 100%

相談者へのアプローチを積極
的に実施している

①他機関と連携するととも
に、相談者自身が課題を解決
できるよう支援していく

②相談者だけでなく他機関と
のやり取りも増加。連携体制
の強化を進めることができて
いる

実績 26 162 167 314

達成度

60 70 80

件

・生活福祉資金貸付制
度や他機関との連携を
活用して実施

・相談者と伴走して解
決していく姿勢がとれ
ている

・相談者自身が課題解
決のために動くことが
できた

5

法人後見事業 市社協 受任件数

目標 2 3

達成度 100% 100%

5

目標値以上の受任ができてい
る

①・被後見人等への安定した
支援を継続
　・市民後見人名簿登録者が
市民後見人として活動できる
よう支援

②安定した支援ができている

実績 3 3 4 4

3 3 3 3

件

・２件新規受任（後見
類型・補助類型）
・円滑な後見業務の実
施のために事例検討会
での助言を活用

・被後見人の権利を守
りながら、安定した生
活が送れるよう支援が
できている

100% 100%

地域子育て支援セン
ター事業

こども未来課
月当たり延利用
人数

目標 1,524 1,531

達成度 39.9% 42.7%

2

目標値より利用員数が少なく
なっている

①・センターの周知
　・利用者の家庭状況の把
握、関連機関との連携、運営
方法の検討

②出生数の減少により、延利
用人数は目標値に届かない状
況である

実績 609 654 632 621

1,467 1,421 1,379 1,338

人

・ペアレントプログラ
ムや交流行事など様々
な取組を実施

・子育ての悩みを共有
し相談できる環境が作
られている

43.1% 43.7%

(１) 困ったとき
に気軽に相談で
きる包括的な相
談支援体制の充
実

(２) 誰もが健康
でいきいきと暮
らせる仕組みづ
くり
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御前崎市第４次地域福祉計画・地域福祉活動計画　総括表

３　住み慣れた地域で健康にいきいきと暮らせるまちづくり基本目標

施策の方向性 事業名 担当 数値目標など R3
具体的な取り組み内
容、取組による成果

自己評価
(点)

進捗状況

①課題や今後の方針
②評価に対する内容説明

R7 R8 単位R4 R5 R6

　

100% 100% 100%

(２) 誰もが健康
でいきいきと暮
らせる仕組みづ
くり

ヘルプマーク啓発事
業

福祉課 交付枚数

目標 20

達成度 70%

実績 5.5
介護予防・日常生活
支援総合事業

市社協

市民意識調査
「障がい者や高
齢者にやさしい
まちと思う」に
対する「そう思
う」の割合

目標 4.5 4.6 4.7 4.8

2.9

達成度 100%

実績 14 43 31 41

22 24 26 28

%

・通所サービス：
　　新年会の開催
・訪問サービス：
　　関係機関と情報
　　共有

・適切なサービスへの
移行やサービス内容を
変更し、利用者の変化
に応じたサービスの提
供ができた

3

意識調査の結果が減少してい
る

①通所サービスは、利用者が
楽しむ活動内容を検討する
・利用者の変化を地域包括支
援センターと共有する

②より踏み込んだ高齢者支援
サービスが求められている

5

目標値以上の交付ができた

①ホームページとＬＩＮＥで
周知

②前年度より交付枚数は減少
したが、周知が進んできてい
るため目標値を超えた

・広報活動の実施(御前
崎市ふれあい広場、チ
ラシとポスターの掲
示、ホームページへ掲
載)

・ヘルプマークの周知
が進み、必要とする人
が利用できるように
なった

30

枚

60%

4.9 5

市民意識調査
「子どもを産み
育てやすいまち
と思う」に対す
る「そう思う」
の割合

目標 7.8 7.9

達成度 100% 95%

4.9 5.0

100% 100%

5

昨年度と比較し、2.2ポイント
上昇した

①居場所となるような温かな
雰囲気づくりをし、子育て支
援につながる事業を提供して
いく

②当初目標にしていた基準が
達成できている

実績 11 7.5 6.6 8.8

8 8.1 8.2 8.3

%

・児童館を247日開館、
各児童館事業を実施

・年代ごとの体験や知
識と意識の向上に寄与

・児童が成長できる活
動場所の提供

82% 100%

浜岡中央児童館・児
童図書館事業(市か
ら受託)

市社協
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